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森づくりガイドラインについて 

蔵治光一郎 

１．平成 26 年度 活動方針 

●流域圏の森づくりのカタログを作成し、森林所有者や行政、森林組合等の情報源として活用してもら

うと同時に、森づくりにおける現状と課題、その解決手法に関して、川や海のメンバーへの説明資料と

する。 

●今後、矢作川流域圏の川や海に配慮した木材生産をするモデル林、スギ・ヒノキ人工林を針広混交林

や広葉樹林へ転換していくモデル林について、流域の４地区にそれぞれ設定していくことを検討する。 

 

２．これまで見学したか、または情報提供をいただいた「矢作川流域の森林」リスト 

 

２－１．岡崎市 

●宮崎財産区有林 

●長坂 100 年長伐期林 

●ミツマタ長伐期林 

 面積 0.15ha、1927 年植栽、スギ 

 

２－２．豊田市 

 

２－３．恵那市 

●アライダシ自然観察教育林 

 面積 10ha、国有林、針広混交林、天然林 

 

２－４．根羽村 

●明治用水土地改良区の森 

 面積 427.33ha、明治用水土地改良区所有、水源涵養保安林、スギ・ヒノキ・カラマツ人工林 

●「ふるさとの森」分収育林 

 面積 10ha、村有林、ヒノキ（一部スギ、マツ）、2017 年に皆伐する計画 

●矢作川水源の森（安城市との分収育林） 

 面積 48.21ha、1933 年植栽、ヒノキ、サワラ等、2022 年まで禁伐 

●低コスト造林モデル林 

 岩名沢村有林、1964 年植栽、2013 年に 10,15,20,25m の帯状伐採 
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矢作川流域圏における近年の間伐面積の実績
２０１４．１１．２１　蔵治光一郎

2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013
岡崎市 計 365.2 423.9 524.0 418.5 396.4 369.1

公共造林 152.0 104.4 190.0 45.2 43.1 15.3
治山 103.8 87.9 79.1 50.6 38.1 27.6
矢作川水源基金 89.1 109.3 98.8 121.7 128.3 88.2
青木川流域造林 2.6 1.0 0.9 1.8 0.5
県税 66.4 126.5 115.1 126.3 203.3
加速化 13.8 21.8 28.0 7.6 23.4
森林農地整備センター 13.5 19.7 1.4 8.6 2.8
県独自事業等 0.3 5.2 0.0
闇苅国有林 15.4 8.4 20.2 6.1
農林公社 6.8 4.3 5.5 48.5 17.2 2.0

豊田市 計 1270.0 1351.0 1280.0 1276.0 1477.0 1403.0 1383.0 1112.0 1471.1
保安林 347.0 346.0 421.0 319.0 234.0 228.0 167.0 83.0 96.8
農林公社 254.0 151.0 106.0 87.0 108.0 179.0 322.0 44.0 73.7
県税 5.0 205.0 416.0 436.0 506.0 580.5
県有林 43.0 47.0 14.0 26.0 23.0 42.0 46.0 32.0 29.6
山主自力 10.0 8.0 6.0 34.0 21.0 24.0 91.0 22.6

市補助伐り置き 546.0 697.0 680.0 724.0 788.0 407.0 289.0 217.0 243.8
市補助巻き枯らし 3.0 5.0 3.0 1.0 2.0 2.0 0.0
市補助利用 80.0 100.0 48.0 104.0 82.0 109.0 97.0 137.0 90.1
公共造林 431.0 455.0 270.8 113.3 126.6 94.6
矢作川水源基金 197.0 218.0 156.9 163.2 139.0 155.5
高齢級 4.1
巻き枯らし 0.0 1.0 1.2 1.5 1.8
水道水源保全基金 97.0 99.0 32.6 30.5 24.4 20.3
市有林 108.0 100.0 55.9 75.2 64.7 39.2
市単独補助 6.0 6.0 2.0 24.3

恵那市 計 907.0 1048.0 1015.0 1040.0 1076.0 1299.0 1032.0 575.7 802.9
造林補助金 291.6 306.6 162.0
条件不利 656.7
加速化間伐 注 0.0 41.0
県税 2005から2010までを加筆しました。 153.4 506.0
美しい森林 数値は県の林業統計書数値を引用してます。 13.2 11.3 10.2
保安林 数値の内訳は不明なため集計数値のみ記入してありま 29.4 48.8 28.0
矢作川水源基金 国有林はＨ２３年からの数値を記入 14.3 13.1 10.0
国有林 21.2 24.9 35.1
その他 5.7 17.7 10.6

根羽村 計 363 398 288 247 262 215
森林造成等 416 393 346 230 226 265 166
治山保安林 84 91 33 77 24 27
緑資源公団 4 16 13 57 26 10 8
村単独 26 27 6
その他 18 3 16 23 13
素材生産業者分

根羽村の値の計 522 502 392 364 318 352 193
長野県の値 363 398 288 247 262 215

2013年は聞き取りによる推定値
2010年度は、長野県の値よりも根羽村の値が大きい？

平谷村 計 191 321 210 207 280 250
長野県の値 191 321 210 207 280 250

2013年は聞き取りによる推定値



２０１４．１１．２１ 

矢作川流域圏における近年の間伐面積の実績 

蔵治光一郎 

 

特筆すべき点 

１． 全体的に、2010 年をピークに落ち込んでいる。「森林・林業再生プラン」により補

助制度が変更され、搬出しなければ補助金が受けられなくなったことが影響した。 

２． 愛知県域では、「あいち森と緑づくり税」による間伐面積が年々増加している。そ

のため愛知県域の間伐面積は 2012 年度に底を打ち、2013 年度は増加に転じている。

恵那市でも同様のことが起きており、愛知・岐阜県域の間伐面積のおよそ半分は県税に

よるものとなっている。 




